













































■ ＜和語＞ ＜漢語＞ ＜構造＞
＜中心＞ みやび（雅） 雅／都／宮 人工的（人口集中／構築物集中）
（低自然依存）
























































































































































































































































































































































































































①玉襷 畝傍の山の 橿原の 日知の御代ゆ………いやつぎつぎに 天下
知らしめししを…… いかさまに 思ほしめせか 天離る 夷にはあれど
石走る 淡海の国の楽浪の……（一・２９）
②天離る鄙の長道ゆ恋ひ来れば明石の門より大和島見ゆ（三・２５５）
③……天ざかる 夷の国辺に 直向ふ 淡路を過ぎ 粟島を 背に見つつ，
……（四・５０９）
④天ざかる鄙に五年住ひつつ都の風俗忘らえにけり（五・８８０）
⑤……大君の 命恐み 天離る 鄙辺に退る……（六・１０１９）
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１０） 折口信夫全集 旧版第２巻「水の女」を参照 (pp103-6)。「たなばたつめ」の捉え方は非
常にユニークで，中国の星合いの祭りを受容する母胎となった固有信仰の存在が窺われる
とした。たなばたつめと呼ばれた「をとめは，たな上に設けられた機を織り，神御衣を調
えて彼方の他界から来臨する神を待った。そのをとめを＜たなばたつめ＞と言い，略して
単に＜たなばた＞とも呼んだ。」（西村亨編『折口信夫事典』）。
１１） 柳田國男『民俗学辞典』に「島根県の海岸地方で年玉は歳神の配られるものだといい，
甑島でも年玉は年ドンという歳神に扮した村人がもってくるもの，すなわち元朝子供達が
一つずつもらう丸餅のことであり，いずれも神より賜わるものである。」という記述があ
る。
１２） 金沢文庫の所蔵古文書によって兼好の二度の下向が確認できるという。林瑞栄著『兼好
発掘』（１９８３年）によると下向の理由を「そこに兼好の兄兼雄がいただけでなく，兼好そ
の人がこの地の生まれである」からだという。そうであるとすれば，＜東国の大歳の霊祭
りをゆかしがる『徒然草』のあの文章は，旅人としてのかれの見聞から出たものではなく，
望郷・懐旧の念が濃くまといついているもの，と見ることができよう。＞（益田勝実『古
事記』古典を読む１０・岩波書店・１９８４年・pp20）とある。
１３） 柳田は，『後狩詞記』の序でも時間と空間のある種の対応を非常に興味をもって論じて
いる。いわば，生活の古典が現代の中に混在しているという特殊事情を主張したかったの
である。
１４） 注（１２）にひいた益田氏の『古事記』には「文化の残留度」(pp17-22) として，次のよ
うな興味深い記述がある。
あれは一九六〇年の大晦日の真夜中すぎだった。当時，東京都町田市鶴川地区の大蔵に
住んでいたわたくしは，隣家の農人が，その家の門先の小径が村道に出会うところで，迎
え火を焚き合掌している，敬虔な魂迎えの場面に偶然行き合わせた。
大歳の迎え火だー『徒然草』が書いていた東国の魂まつりの実景が，眼前にあった。な
んとも言いようのない驚きだった。あいさつもはばかって，うしろを回って通り抜けて帰
った。
１５） 和歌表現は基本的に雅やかで，微妙な所が身上である。それがこのように率直であっけ
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らかんとした修辞を決められては，ただ茫然とするばかりである。狂歌の趣さえある。こ
の詠みかたには明らかに意図性がある。
１６） 古代政治権力が知るという形で，支配領域を広げていき，それにつれて東国のラインが
時代と共に東へと移動している。あたかも，鎌倉，江戸と政治権力の中枢が東漸している
のと対応している。フロンティアはこうして消えてゆく。
１７） 中西進・講談社文庫全訳注原文付『万葉集』の２９番歌の注参照。
１８） 古橋信孝『古代都市の文芸生活』（大修館書店・１９９４年）に次のような指摘がある。
都市は都市そのもので成り立つわけではない。ミヤコとヒナという対応がなされるよう
に，地方があって都市がある。都市の成立は中心を空間として決定することだから，地方
も都市が成立するとともに成立するわけだ。（中略）もちろん，中心 は王である。王が
都を定めることで，都市が成立する。（中略）しかし，都市と地方が対応しているという
構造だけでは，都市の問題は解けない。都市が成立すれば，たとえばそこで生活する人々
を養う食糧が生産される近郊が必要になる。（中略）つまり，都市は郊外をもつことで，
成り立つ。この郊外が古代においても重要な役割を持っていた (pp162-)。
１９） 高崎正秀『文学以前』（桜楓社・１９５８年）に次の記述がある。
一語に一の語源しか認めぬ，といふ従来の語源学の態度を放棄して，一の語辞に数個の語源
が存在し得ること，否，上代日本語にあつては，一語に同時に数個の意義が輻射兼該され
るー謂はゞ“八心式”発想法の存在が確認されること，などを前提とした (pp76-)。ある
いは pp265にもこの問題に言及し，発想法であると同時にレトリックのの問題でもある
と指摘している。日本語の特徴の一つの典型を指摘してもいる。
２０） 拙著『異形の古代文学』（新典社・１９９３年）に古代における異形という表現がどのよう
な位置をしめていたかを論じた。異形が一つの境界の向こう側を指し示していたことを確
認しておきたい。
２１） 林田孝和『王朝人の精神史』（桜楓社・１９８３年）に「源氏物語の醜女」(pp227-) の章が
あり，「要するに，シコ・シケは異郷のあらぶる例力を有するものの意がその本義で，畏
怖・畏敬されるべき存在であり，」云々と述べている。
２２） 太田全斎編，村田了阿補の『俚言集覧』，石川雅望著『雅言集覧』等の「雅」「俚」を考
えてみると甚だ示唆的である。「雅言」とは何かといえば，主として平安時代の文学書か
ら用例を抜き出し，集成したものである。それが雅やかな語であるというわけだ。「俚言」
は江戸時代の方言・俗語・俗諺を集成したもの。里言葉，方言，一般の言葉，つまり改ま
った言葉ではない。そのような対応が「雅」「俚」にはある。心のありようを適確に捉え
た言葉であるということができよう。
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